
第４次食育推進基本計画の重点課題の方向性と考え方について
豊かな食文化の継承・発展のための食育推進のために

2020年10月1日 長野県立大学 中澤弥子

豊かな食文化の継承・発展のための課題
★若い世代の味覚の変化
★和食をおいしく味わう機会の喪失
★和食調理の難しいイメージ
★食材はもとより食器・食具やしつらえ等、和食文化を支えるすべての分野の保護・継承
が重要
★核家族化や深刻な少子高齢化と過疎化により地方の多様な和食文化の継承が困難

☆Covid-19の終息までは、「新しい生活様式」に対応した食育の推進が必要
☆Covid-19の終息後を見据えた食育と終息後の持続可能な食育の推進も必要

◎和食が持つ文化財としての価値を評価・見える化し、その確かな理解と、食べる喜び
を体感する機会を提供するための食育を推進

発表内容
（１）豊かな食文化の継承・発展のための課題について

（２）資料13 第４次食育推進基本計画の重点課題の方向性について
（３）資料14 第４次食育推進基本計画の重点課題の考え方について
（４）資料の説明
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資料13 第４次食育推進基本計画の重点課題の方向性

第３次食育推進基本計画 ＜重点課題＞
（5）食文化の継承に向けた食育の推進

＜主な論点＞
ユネスコ無形文化遺産「和食；日本人の伝統的な食文化」を全ての日本人が
保護・継承するとともに、人材の育成が必要

目標
⑰地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えている国民
の割合 2015年度 41.6％⇒2019年度 47.9 ％ 目標値（2020年度） 50％以上

⑱地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承している若い世代
の割合 2015年度 49.3％⇒2019年度 61.6％ 目標値（2020年度） 60％以上

問 あなたは、郷土料理や伝統料理など、地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、
箸づかいなどの食べ方・作法を受け継いでいますか。
あなたは、郷土料理や伝統料理など、地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、
箸づかいなどの食べ方・作法を地域や次世代（子供やお孫さんを含む）に対し
伝えていますか。

第４次食育推進基本計画の目標 ⇒より具体的な実態を把握する問を加えてはどうか？
＊保護・継承の実態や人材の育成の実態について
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資料14 第４次食育基本推進基本計画
＜推進する内容＞

〇和食文化の次世代への継承につながる食育の推進
・和食文化を継承する中核的人材の育成等の体制の強化
⇒和食文化、食文化を学ぶ機会を増やす・教育体制を構築
・子供や子育て世代が手軽に和食に接する機会を増やす産学
官民協働の取組の推進
・保育所給食や学校給食における和食給食の推進
⇒和食給食実施回数の増加、食器・食具など食環境の充実、
給食献立に食料自給率向上の観点を示す

〇地域の多様な和食文化の継承につながる食育の推進
・郷土料理等のデータベースの構築と効果的な情報収集と発信を
検討
⇒絵本、漫画、映像、ゲーム等をデジタルデータで収集、ウェブ
上やオンラインで発信

・和食が持つ文化財としての価値の評価・見える化の推進
・保育所や学校における郷土料理給食の推進や地域の和食文化
を学ぶ食育の推進
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豊かな食文化の継承・発展のための食育の推進のために
★和食は簡単・健康的・おいしいイメージへ！
行事食や郷土料理等、和食文化への関心と理解を楽しく育む
★多様な行事食・郷土料理の魅力の継承のために地域やふるさとの和食文化
の魅力を楽しく語れる人材を育成・人材を増やす

★和食文化や地域の食文化の中から宝物（文化財）探し

→結果として食料自給率の向上や次世代による地域活性化・地域創生に繋げる
産学官民が連携し、和食文化や地域の食文化を尊重する心を育てる、
また、みんなが繋がる（文化交流の）きっかけに！

☆「新しい生活様式」に対応した食育の推進
⇒ICTの活用による情報発信の実践とそのサポート
地方からの発信やそのデジタル記録・データベース化・アーカイブ化の推進
が可能となるよう、食育に関するICT活用の人材育成やサポート
⇒デジタル情報収集に関して参加型の取組の推進
例 和食給食コンクール 絵・作文・映像・漫画等
⇒ステイホームにおいて家庭での食事作りの増加に対する情報発信の推進
例 （初心者～上級者など難易度を示して）和食や郷土料理、行事食のレシ

ピ、調理の動画発信等により作って味わい楽しむ機会をサポート 4



郷土料理を学校給食に

信濃毎日新聞 2020年６月24日朝刊 信濃毎日新聞2020年７月14日朝刊
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他県の特産品を学校給食に
交流の機会の提供

信濃毎日新聞 2020年９月９日朝刊
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和食を世界に発信する
若い世代

信濃毎日新聞 2020年９月８日朝刊
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文化庁
日本遺産 木曽路
を構成する文化財
として
「木曽の朴葉巻」
を追加

信濃毎日新聞 2020年６月20日朝刊
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味の文化財（長野県選択無形民俗文化財）（1983年）

焼き餅（おやき）

手打ちそば

御幣餅（五平餅）

すんき野沢菜漬 9



【長野県選択無形民俗文化財】現在は、13品

・飯田市伊豆木の鯖鮨

・南信州の柚餅子

・遠山郷の二度芋の味噌田楽

・王滝村の万年鮨

・木曽の朴葉巻

・下伊那南部の朴葉餅

・飯山市富倉の笹寿司

・早蕎麦

・手打ちソバ

・焼き餅

・御幣餅

・すんき漬

・野沢菜漬 10



飯山市「無形民俗文化財」に４品目を選択（2007年）

えご

笹ずし

いもなます

富倉そば
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オンラインで郷土料理を学ぶ 2020年８月10日 ８月13日
長野市鬼無里大日方宅 焼き餅文化伝承準備の会
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海外の学校給食の事例（スウェーデン・ウプサラ）
リサイクルの見える化
給食調理に伴う生ごみ、残食⇒バイオエネルギー化

⇒バイオガスで走る市バス・スクールバス
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